
Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

リーダー養成講習会（ジュニアリーダー講習会、シニアリー
ダー講習会、レクリエーション講習会）の参加者数及びジュニ
アサブリーダー講習会の修了証授与者数

成果指標

-

評価結果 評価理由

３６０人 １４３人 ２７５人 ３１７人 ３６１人

A

実施した取組において顕著な成果が得られ
た。

○二十歳のつどい、調布っ子“夢”発表会、リーダー養成講習会
等の実施や家庭教育セミナーを開催するための支援を行ったこと
に加え、社会教育情報紙「コラボ」の発行や、青少年交流館・八
ケ岳少年自然の家の適切な運営のほか、令和７年度から新たに中
学生の海外体験学習事業を新規で開始するなど、青少年を育成す
るための取組を推進することができたため。
〇成果指標については、令和８年度の目標値を１年間前倒しで達
成することができたため。

実施した取組において予定した成果が得ら
れた。

実施した取組において一定程度の成果が得
られた。

実施した取組においてあまり成果が得られ
なかった。

実施した取組において成果が得られなかっ
た。

１　施策のねらい（ＰＬＡＮ）
地域や家庭、関係機関が連携を図り、子どもが自立・活躍できる環境づくりに取り組むとともに、青少年同士の交流等を通じて社
会性を身につけることで、青少年の健全な育成を推進します。

２　背景（ＰＬＡＮ）
●子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地域の子育て機能・教育力の低下が指摘される中、子どもたちが健全に成長していくため
の環境づくりが必要です。このためには、社会全体で子どもを見守り、地域や家庭、関係機関がそれぞれの役割と責任を自覚しつ
つ、地域全体で青少年の健全な育成に向けた取組を進める必要があります。

●調布市ではこれまで約５０年にわたり、リーダー養成講習会を実施し、地域で活躍できる人材の養成に努めてきました。リー
ダー養成講習会の卒業生が市内でリーダーグループを立ち上げるなど、青少年の育成に携わる熱い思いは脈々と続いています。今
後も、青少年が次世代を担う社会の一員として自覚と責任を持って社会生活を送ることができるよう、健全育成の場の提供や地域
で活躍ができる人材の養成について、学校、地域、行政等が一体となった取組を推進していく必要があります。

●変化する社会情勢に柔軟に対応しながら、青少年が次世代を担う社会の一員として自覚と責任を持って社会生活を送ることがで
きるよう、健全育成の場の提供や地域で活躍ができる人材の養成について、学校、地域、行政等が一体となった取組を推進してい
くことが求められています。また、子ども・若者が地域の課題解決に主体的に関わることは、社会の問題を自分の問題として捉
え、自ら考え、自ら判断し、行動していく意識の養成にも資するものであり、よりよい社会を創っていく資質・能力を育む上で重
要です。

３　主要事業（ＰＬＡＮ）

令和８年度　点検・評価シート（令和７年度振返り）

施策 8 青少年の育成 施策主管
課長

社会教育課長
泉　健一郎

No. 主要事業（所管課） 事業概要（目的、ねらいなど）

26
家庭教育への支援

家庭教育に関する知識や意識の向上を図るため、市立小・中学校ＰＴＡが企画、実施する家庭教育
セミナーに対して、助言、情報提供や助成等の支援を行います。
また、家庭教育や青少年教育に関する様々な情報を掲載した社会教育情報紙「コラボ」の発行を通
じて、地域や家庭での教育力の向上を図ります。
　

（社会教育課）

27

地域で活躍できる人材の
養成

青少年の健全育成を図るとともに、地域で活躍できる人材の養成を図るため、小学生を対象とした
ジュニアサブリーダー講習会、中学生を対象としたジュニアリーダー講習会、高校生学齢を対象と
したシニアリーダー講習会の実施及び支援を行います。
　

（社会教育課）

28

青少年交流・体験事業の
推進

青少年が同世代相互及び世代を超えた交流を通し、社会性や協調性を育み、豊かな人間性の形成を
図る場を提供します。
また、子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供するとともに、活動を通して、まちづく
りへの参加意識の向上を図ります。

（社会教育課）

４　点検・評価（ＣＨＥＣＫ）
※令和５年度は、「新型コロナウイルス感染症による影響」を踏まえた総合評価

令和６年度 令和７年度 令和８年度目標値
(R8年度)

基準値
(ﾌﾟﾗﾝ策定時)

令和５年度
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27

地域で活躍でき
る人材の養成

○講習会の実施
・ジュニアリーダー講習会、シニアリーダー講習会、レクリエーション講習会を引き続き実施してい
く。また、ジュニアサブリーダー講習会については、引き続き活動を支援していく。
・これまでの広報媒体（市報、ホームページ、ＳＮＳ、チラシ、社会教育情報紙「コラボ」、調布ＦＭ
等）を引き続き活用して事業の周知に努める。（社会教育課）

28

青少年交流・体
験事業の推進

○青少年交流館
・引き続き、青少年が同世代相互及び世代を超えた交流を通し、社会性や協調性を育み、豊かな人間性
の形成を図る場を提供していく。
○調布っ子“夢”発表会
・引き続き、子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供するとともに、まちづくりへの参加意
識の向上を図る。
○二十歳のつどいの実施
・引き続き、人生の節目として将来について考える機会となる集いの場を、幅広い若者世代の参加の機
会を設けながら実施する。
〇八ケ岳少年自然の家の維持管理・運営
・引き続き、恵まれた自然環境の中で、集団での宿泊生活を通して、少年の心身の健全な育成を図る。
・指定管理者と情報共有を図りながら、八ケ岳少年自然の家の適切な維持管理・運営を行う。
・市立小学校第５学年による移動教室のほか、市立中学校第１学年によるスキー移動教室において適切
な受け入れ体制を構築する。
〇中学生海外体験学習事業
・昨年度の事業後に参加生徒及び保護者に実施したアンケートを踏まえ、より充実した事業内容となる
よう検討したうえで、世界情勢等に留意し、生徒たちの安全を最優先とした事業運営を行う。

（社会教育課）

６　今後の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）

No.
主要事業
（所管課）

次年度以降の取組等

26

家庭教育への支
援

○家庭教育セミナー
・次年度においても、家庭教育セミナー開催校への助言や助成を継続して実施する。また、開催校及び
参加者数ともに年々減少傾向であるため、引き続き、社会教育情報紙「コラボ」等の広報紙を活用し事
業を周知するとともに、問い合わせや事務手続きにメール等を活用することで、ＰＴＡの負担軽減と支
援に努める。
○社会教育情報紙「コラボ」
・引き続き、小・中学生の家庭に役立つ情報を掲載し、地域や家庭の教育力の向上を図る。

（社会教育課）

27

地域で活躍でき
る人材の養成

○リーダー養成講習会
・ジュニアリーダー講習会登録者３４人（令和６年度登録者３５人）。
・シニアリーダー講習会登録者７人（令和６年度登録者７人）。
・レクリエーション講習会登録者４４人（令和６年度登録者２９人）。
・ジュニアサブリーダー講習会修了証授与者２７６人（令和６年度修了証授与者２４６人）。

（社会教育課）

28

青少年交流・体
験事業の推進

○青少年交流館の利用者数・運営
・多目的室及び集会室における団体利用延べ２７４５人（３９９団体）、オープンスペース２８６３
人、自習室８６人、延べ５６９４人。使用者数は前年度から２９９人増加した（令和６年度　多目的室
及び集会室における団体利用２６５４人（３９５団体）、オープンスペース２６８２人、自習室５９
人、延べ５３９５人）。
○調布っ子“夢”発表会の開催　令和７年度テーマ「わたしが考える未来の調布」
・発表者１２人（市内小学校６校）、来場者７９人。
・実施後は記録冊子を作成し、発表した児童及び小学校へ配付した。また、発表内容に関する市の取組
について、発表者へ文書でお知らせするとともに、社会教育情報紙「コラボ」に一部を掲載した。
○二十歳のつどいの実施
・人生の節目として将来について考える機会となる集いの場を、幅広い若者世代の参加の機会を設けな
がら実施した。
・令和６年度から開始した、ＬＩＮＥを活用した入場券（画像）の交付に加え、アンケートの実施もＬ
ＩＮＥを活用する等、参加者の利便性向上や事務の効率化を図った。
○八ケ岳少年自然の家の維持管理・運営
・恵まれた自然環境の中で、集団での宿泊生活を通して、少年の心身の健全な育成を図った。
・市立小学校５年生による移動教室に加え、新たに市立中学校１年生のスキー移動教室においても安全
に受入れを行うことができた。
〇中学生海外体験学習事業
・グローバル人材育成のため、令和７年度から新たに市立中学校に在籍する中学2年生２０人がオース
トラリア・パースでの体験学習に参加し、帰国後に報告会を行った。
・次年度に向けた委託事業者選定プロポーザル及び参加生徒の選考を行った。

（社会教育課）

５　取組実績、取組成果（ＤＯ）

No.
主要事業
（所管課）

前年度の振返り

26

家庭教育への支
援

○家庭教育セミナーへの支援
・企画・実施を行うＰＴＡの負担軽減のため、昨年度に引き続き、事務手続き説明会は実施せず、必要
書類に「事務手続きについて」及び「よくある質問」をまとめた資料を添えて各学校を経由して送付
し、質問や書類提出はメールでの提出を可とした。
・家庭教育セミナーの開催方法については、対面とオンラインを組み合わせた開催のほか、オンライン
のみでの実施も可とした。開催状況としては、令和７年度、３校で開催され、７９人が参加した。
○社会教育情報紙「コラボ」の発行
・年３回、市内小・中学校の児童生徒の保護者にすぐーるの配信やチラシの配布、その他関係各課及び
市施設に配架した。
・市ホームページにも紙面を掲載することにより、子どもに関わる地域の大人へ広く社会教育及び家庭
教育の情報を提供することができた。（社会教育課）
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Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

No. 主要事業（所管課） 事業概要（目的、ねらいなど）

令和８年度　点検・評価シート（令和７年度振返り）

施策 9 生涯学習社会への対応 施策主管
課長

社会教育課長
泉　健一郎

１　施策のねらい（ＰＬＡＮ）
学習の機会、活動の場所、学習成果の発表の場の提供など、市民の学習活動を支援することで、学習活動の活性化や地域の相互交流
を促し、「学びが広がり　人がつながり　みんなの願いでつくるまち」の実現に向け、生涯学習・社会教育の振興を図ります。

２　背景（ＰＬＡＮ）
●市民生活や社会情勢の変化による地域課題の複雑化、生活様式や価値観の多様化により、市民の学習ニーズは多岐にわたっていま
す。人生１００年時代を見据え、全ての人が、生涯を通じて自らの人生を設計し活躍することができるよう、必要な知識・技能の習
得、知的・人的ネットワークの構築や健康の保持・増進に資する生涯学習を推進し、「学び」と「活動」の循環を形成することが重
要です。また、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代に向けて新しい技術を活用した様々な学びの在り方が可能になり、「オンラインによる学
び」と「対面による学び」の組み合わせで学びが更に豊かなものになるような取り組みが求められています。

●公民館、図書館等の社会教育施設については、地域活性化・まちづくりの拠点等の役割も強く期待されるようになっており、住民
参加による課題解決や地域づくりの担い手の育成に向けて、住民の学習と活動を支援する機能を一層強化することが求められていま
す。今後、より多様で複雑化する課題と向き合いながら、一人一人がより豊かな人生を送ることのできる持続可能な社会づくりを進
めるためには、行政のみならず企業や大学、団体等、様々な主体がそれぞれの立場から積極的に取り組むことが必要です。

●公民館、図書館等の社会教育施設を中心に、多様な利用者層・ニーズに応じた市民の生きがいをつくり、世代間を超えた交流等を
通じて地域で共生していくための拠点としての機能を充実させるとともに、自主的な学習活動を支援し、学びの成果を地域社会に生
かせる環境づくりが必要です。

３　主要事業（ＰＬＡＮ）

29

市民、社会教育関係団体
等の活動への支援

社会教育課では、社会教育関係登録団体や学習グループの活動に対する支援を行うとともに、学校施
設を開放することにより、市民のスポーツ・レクリエーション活動の振興・普及を進めながら、地域
の連携や心身の健康の増進を図ります。
公民館では、良好な学習環境を構築しながら、市民の自主的な学習活動や公民館登録団体の育成支
援、組織化に向けた支援を継続することにより、共同学習・相互学習の活性化を図ります。また、学
習の成果等を市民に還元することで、社会教育の振興につなげます。（社会教育課、公民館）

30

障害のある方の社会体験
活動への支援

障害のある方を対象に様々な社会体験活動を実施することで、集団生活や他人との関わり方などの社
会性を学ぶ機会を提供します。また、市民ボランティアの協力を得ることで、障害のある方への理解
を深め、共生社会に関する意識啓発の機会を設けます。

（社会教育課）

31

　
暮らしと地域の魅力・課
題の再認識、生涯を通じ
た学びにつながる公民館
活動の推進

公民館において、地域の学習拠点として学習する機会や交流の場を提供するほか、市内の歴史・文化
資源を活用した学習活動などを通じて、地域の魅力や課題を再認識できる事業の展開を図ります。ま
た、生涯を通じた学びにつながる講座等の実施や市内近隣学校との連携等による地域資源の活用によ
り、市民相互の学び合いの活性化、地域の交流促進を図ります。

（公民館）

32

市民の読書・調査活動へ
の支援

図書館がより効果的な学習活動の拠点として機能するよう、多様な媒体の資料や情報、課題解決につ
ながる資料、映画・地域資料の選定、収集、整理、提供、保存を行います。また、だれもが読書や調
査ができるよう、音訳、点訳、対面朗読、宅配などのサービスの充実に加え、収蔵資料や書籍のデジ
タル化など、新たなサービスの導入検討により、市民の活動を支援します。
「調布市子ども読書活動推進計画」に基づき、市立小・中学校との連携事業の充実や、乳幼児、障害
がある子どもへのサービスの充実など、発達段階に応じた子どもの読書活動の取組を推進します。

（図書館）

社会教育施設（図書館・公民館）の満足度
※調布市民意識調査
上段：図書館、下段：公民館

８３．５％

４　点検・評価（ＣＨＥＣＫ）
※令和５年度は、「新型コロナウイルス感染症による影響」を踏まえた総合評価

目標値
(R8年度)

基準値
(ﾌﾟﾗﾝ策定時)

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度成果指標

-

８０．０％ ７４．４％ ７４．０% ７４．０% ７８．５％ -

８０．４％８５．０％ ８０．７％ ８２．２％

評価結果 評価理由

A

実施した取組において顕著な成果が得られ
た。

○社会教育関係登録団体への補助金の交付、学習グループ主催の公
開講座への助成金の交付等、各種団体の活動に対する支援に加え、
東部公民館の地域文化祭においては、ＡＩを活用した展示物の音声
説明の実施や、図書館におけるＩＣタグシステムの円滑な運用等、
新たな取組を通じて、生涯学習社会への対応を推進することができ
たため。
○成果指標については、生涯学習社会へ対応するための様々な取組
を実施し、公民館、図書館ともに満足度が昨年度より上昇したた
め。

実施した取組において予定した成果が得られ
た。

実施した取組において一定程度の成果が得ら
れた。

実施した取組においてあまり成果が得られな
かった。

実施した取組において成果が得られなかっ
た。
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５　取組実績、取組成果（ＤＯ）

No.
主要事業
（所管課）

前年度の振返り

29

市民、社会教
育関係団体等
の活動への支
援

○学校施設開放による市民の活動支援（延べ利用日数６０６７日、延べ利用者数１９万９８１９人）
・各開放運営委員会との連携を図るために行う、総合開放運営連絡会の開催を対面及びオンライン併用で2回実施
した。
○学習グループ主催の公開講座への助成（７グループ、講師謝礼延べ9人、保育者謝礼延べ０人）、広報の支援、
令和6年度学習グループサポート記録の発行（６月）
○社会教育関係登録団体活動事業補助金の交付
・社会教育関係登録団体からの申請に基づき、１1団体へ交付した。
〇公民館登録団体等の活動への支援
・公民館登録団体の施設使用料を免除した（東部公民館２９団体、西部公民館３１団体、北部公民館２４団体）。
・公民館登録団体や成人学級との共催による公開講座を実施。学習内容やその成果等を地域に還元した。
・公民館だよりで、公民館登録団体の活動紹介や会員募集の告知を行い、サークル活動の活性化を支援した。
・公民館主催事業から派生した学習グループの育成、公民館登録団体の組織化を支援した。
（公民館登録団体の認定を目指して活動していた団体：東部公民館４団体、西部公民館３団体、北部公民館３団
体）
・公民館登録団体で組織した利用団体連絡会を各公民館で開催し、地域文化祭の取組内容、利用団体連絡会主催の
イベント、利用団体連絡会役員の選出方法等について意見交換、情報共有を図った。
・フリーＷｉ－Ｆｉの提供を通じて、公民館諸室利用者や公民館主催講座参加者等の学習環境の向上を図った。
・公民館施設申請方法は、コロナ禍以降の、郵送や投函による受付方法を継続した。

(社会教育課、
公民館)

30

障害のある方
の社会体験活
動への支援

○遊ｉｎｇ（社会教育課主催：市内小・中学校の特別支援学級に在籍する児童・生徒で、知的障害のある方を対象
に２カ月に１回程度実施）（登録者数１２人、実施回数６回、延べ参加者数４３人）
○杉の木青年教室（社会教育課主催：市内在住の知的障害のある方で、中学校特別支援学級卒業生を対象に月１回
程度実施)（登録者数２０人、実施回数９回、延べ参加者数１０１人）
○のびのびサークル（市民団体へ運営委託：市内在住の知的障害のある方で、特別支援学級及び特別支援学校在籍
者・卒業生を対象に月２回程度実施）（登録者数１４人、実施回数１６回、延べ参加者数１０１人）

（社会教育課）

31

　
暮らしと地域
の魅力・課題
の再認識、生
涯を通じた学
びにつながる
公民館活動の
推進

○課題の再認識につながるまでの学習の発展段階（公民館の様々な事業への参加→仲間づくりの楽しさや生きがい
の発見→日常生活の拠点である『地域』の認識→住民同士の共同学習や相互学習の体験を通じた身近な課題への気
づき）を意識した公民館活動や、地域の魅力をテーマとした公民館活動の推進
・東部公民館では、近隣の中・高等学校との連携により、中高生によるシニア向けスマホのお悩み相談などを実施
し、地域コミュニティの醸成を図った。
・西部公民館では、「調布再発見」と題して、地域の歴史や文化、魅力を学ぶ講座を実施した。また、地域団体な
どと協働して事業を実施するなど、地域との連携を進めた。子育てセミナーなど家庭教育事業で、子育て世代の不
安や悩みの軽減、地域での仲間づくりの一助となるような講座を実施した。
・北部公民館では、工芸教室やふれあい教室など親子で参加する事業を実施した。また、市制施行７０周年記念事
業として、上ノ原まちづくりの会との共同企画を行った。そのほか、神代中学校の学区域中心に活動している起立
性調節障害の親の会との連携事業等、地域団体との協働・連携事業を実施した。
〇各種講座、教室等公民館主催事業の一部では、会場による開催と併せてオンラインにより実施した。
○地域文化祭の実施
・東部公民館では、プレ文化祭を開催し、サークル活動の見学・体験を通じ、会員獲得などサークルの支援を図る
とともに、地域の活動を紹介する公開講座、市立滝坂小学校、若葉小学校、第四中学校、第六中学校、第八中学
校、桐朋女子中・高等学校、東京都立神代高等学校との連携による催し、ＹｏｕＴｕｂｅや館内のモニターを活用
し、文化祭の宣伝、サークル活動の紹介などに取り組んだ。また、展示作品はＡＩを活用し、スマートフォンから
の音声説明を実施した。さらに、開館５０周年記念事業として、記念キャラクター「ちょこぽん」を活用した階段
アートや「ちょこぽポイントラリー」、また、初めての東部児童館、東部保育園とのコラボ企画「わくわく！ミニ
サーカス」を実施した。
・西部公民館では、公民館で活動する登録団体の活動の成果として、展示、発表、体験を実施した。また、「地域
のコーナー」として、市立調布中学校、第五中学校、明治大学付属明治高等学校・明治中学校の生徒及び近隣保育
園の園児の作品を展示し、地区協議会や地域団体の活動紹介を行った。
・北部公民館では、サークル活動の学びの成果として、発表、展示、体験等を実施した。また、地域団体との連携
によりスタンプラリー、乗馬体験、マジック教室など1日イベントを実施し、多くの子どもたちが参加するととも
に、地域住民同士の交流を促進することができた。

（公民館）

32

市民の読書・
調査活動への
支援

○第４次調布市子ども読書活動推進計画（令和５年度～令和８年度）の推進
・子どもの発達段階に応じた読書活動を支援するための取組を実施するなど、子どもの読書活動を計画的に推進し
た。
・第５次調布市子ども読書活動推進計画の策定に向けて、子どもや保護者を対象とした「子どもの読書活動につい
てのアンケート」調査を実施した。
〇ＩＣタグシステムの円滑な運用
・図書館サービスの向上を図るため導入したＩＣタグシステムの円滑な運用に向けた取組を実施した。
○多様なサービスの実施
・子どもの育成に係る団体や施設に対し、利用案内や推薦図書リストを配付し、団体の利用を促進した。
・読書会へテキストの貸出を行い、市民団体の読書活動を支援した。
・障害のある児童等を対象に、絵本・布の絵本の読み聞かせを実施し、子どもの心の成長を促した。
・中学生対象に「ぶちねこ便」を発行し、中学生の読書への関心を高めた。
・初めての方のための読書会や毎月の読書会を行い、市民の読書活動を支援した。
・第５３回調布樟まつりを開催し、市民の集会活動や読書活動を支援をした。
・外出が困難な方等を対象とした、本の宅配サービスを実施した。
・図書館公式X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）による情報提供を実施した。
○図書館分館の整備
・緑ケ丘分館、宮の下分館、若葉分館整備事業を実施した。

（図書館）
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No.
主要事業
（所管課）

次年度以降の取組等

６　今後の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）

29

市民、社会教育
関係団体等の活
動への支援

○学校施設の開放
・学校施設開放における開放業務委託料について、公費の適切な執行の観点から、執行に際
しての留意点等に関する周知を継続していく。また、安全面の観点から、地域運動会などの
開放運営委員会が実施する事業では、傷害保険及び賠償責任保険の加入を徹底する。
○学習グループ、社会教育関係登録団体、公民館登録団体の活動支援
・各学習グループが実施する公開講座において、引き続き広報活動や講師謝礼等をサポート
し、グループ活動の活性化を図っていく。新規申請グループ拡大のため、周知・募集期間を
十分確保し、広報活動及び情報収集に努める。
・社会教育関係登録団体活動事業補助金の交付及び広報活動の支援等、社会教育関係登録団
体への支援を引き続き行う。
・各種教室の開催、成人学級等の募集、公民館登録団体との共催事業の実施などを通じて、
公民館登録団体の新規登録・育成・拡充に向けた支援を継続する。
○地域の学習拠点及び地域交流の場としての機能を維持
・公民館を利用する市民の自主的な学習活動を通じて、仲間づくり、地域づくりを支援す
る。
・公民館施設の使用料の免除、共催事業の実施、公民館だよりでの活動紹介や会員募集の告
知などを通じて、公民館登録団体の活性化を支援する。
・公民館主催事業から派生した学習グループの育成、公民館登録団体の組織化を支援する。
・安全で快適な学習環境を維持するため、老朽化の進む施設の適切な維持管理を継続する。

(社会教育課、
公民館)

32

市民の読書・調
査活動への支援

〇ＩＣタグシステムの円滑な運用
・令和７年２月から導入しているＩＣタグシステムについて、図書館での資料貸出・返却に
おいて、セルフ貸出機や自動返却機、予約本受取コーナーなどにより、便利で快適な図書館
サービスを円滑に運用していく。
○第4次調布市子ども読書活動推進計画の推進
・計画に基づき、子どもの読書環境の整備、読書活動の支援に取り組む。
・中学・高校生世代に対し、市内公立・私立学校及び青少年施設と連携し、積極的に利用促
進を働きかける。
・現行計画に基づく取組の実施状況や課題、子どもや保護者を対象とした「子どもの読書活
動についてのアンケート」調査の結果等を踏まえ、第５次調布市子ども読書活動推進計画を
策定する。
○図書館分館の整備
・令和７年度に引き続き、宮の下分館、若葉分館の整備を行い、より多くの利用者が快適に
利用できる施設を目指していく。

（図書館）

30

障害のある方の
社会体験活動へ
の支援

○様々な社会体験活動の実施
・障害のある方へ社会性を学ぶ機会を提供するため、事業を継続していく。参加者を増やす
ために、新しい活動内容を加えたり、事業の周知機会を増やしたり、気軽に体験参加できる
日を企画したり、様々な取組を推進する。
○ボランティアスタッフの充実
・「遊ｉｎｇ」及び「杉の木青年教室」におけるボランティアスタッフの充実を図るため、
市報や調布ＦＭ等でボランティアスタッフ募集の周知を行っていく。また、ボランティアス
タッフの高齢化による登録削除や、継続参加可能なボランティアスタッフが増加しないこと
等の課題があるため、引き続き、市報、ホームページ及び障害者スポーツボランティア情報
のポータルサイト「ＴＯＫＹＯ障スポ＆サポート」等で募集の周知を図り、ボランティアス
タッフの確保に努める。
・より安全な運営体制を整えるため、支援するボランティアスタッフの拡充に取り組む。

（社会教育課）

31

　
暮らしと地域の
魅力・課題の再
認識、生涯を通
じた学びにつな
がる公民館活動
の推進

○引き続き、課題の再認識につながるまでの学習の発展段階（公民館の様々な事業への参加
→仲間づくりの楽しさや生きがいの発見→日常生活の拠点である「地域」の認識→住民同士
の共同学習や相互学習の体験を通じた身近な課題への気づき）を意識した公民館活動を推進
する。
○市民の学習意欲に応える事業のみならず、登録団体との共催事業、地域との連携事業、地
域の魅力を再認識できる事業、地域課題や生活課題を題材にした事業のほか、利用団体への
支援、各種連絡会、地域文化祭の開催などを通して、地域に根差した公民館活動を推進す
る。
○主催事業においては、施設の特徴や地域性などを踏まえながら、５つの学習分野（青少年
教育、高齢者教育、家庭教育、成人教育、国際理解教育）を主軸とした事業展開を図る。
・東部公民館では、登録団体や地域との連携による事業を展開し地域交流の活性化を図る。
・西部公民館では、地域団体との連携を図りながら、様々な事業を実施するとともに、家庭
教育事業や平和事業の充実を図る。
・北部公民館では、様々な地域団体との連携を図り、協働で事業を実施するとともに、成人
教育事業の充実に取り組む。

（公民館）
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Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１　施策のねらい（ＰＬＡＮ）

令和８年度　点検・評価シート（令和７年度振返り）

施策 10 地域ゆかりの文化の保存と継承
施策主管
課長

郷土博物館長
早野　賢二

地域ゆかりの文化資源や歴史・文化遺産を保存・活用することにより、次の世代に継承し、ふるさと調布に対する愛着を育みま
す。

２　背景（ＰＬＡＮ）
●調布市には、郷土の歴史や文化、自然、美術に関する様々な資料を収蔵・展示している郷土博物館と、明治から昭和にかけ文学
や美術をはじめ幅広い分野で活躍した武者小路実篤の生涯と業績を紹介する武者小路実篤記念館の２つの博物館があります。これ
らの博物館には、収集、保存、調査・研究、展示・普及を軸とした基本機能を発揮し、蓄積された知見を発展的に未来に生かす役
割が求められています。

●調布市には、平成２９年９月に国宝指定された深大寺銅造釈迦如来倚像（通称白鳳仏）、国史跡の下布田遺跡、深大寺城跡、国
登録有形文化財（建造物）である旧武者小路実篤邸や真木家住宅などの文化財のほか、未指定の貴重な歴史・文化遺産もあり、そ
れぞれ保存や整備、活用に向けた取組を進めています。また、下布田遺跡は、南関東では数少ない縄文時代晩期の重要な遺跡とし
て評価され、昭和６２年５月１２日に国指定史跡に指定されました。調布市教育委員会では、平成３１年３月に「史跡下布田遺跡
保存活用計画」を、令和３年３月に「史跡下布田遺跡整備基本計画」を策定し、国庫補助事業として史跡公園化を推進していま
す。令和４年度は、史跡整備に市民意見を反映させるため、「下布田遺跡史跡整備市民ワークショップ」を実施したほか、学識経
験者、調布市文化財保護審議会委員、地域住民、布田小学校長、市職員で構成する「国史跡下布田遺跡保存活用整備検討委員会」
を開催し、基本設計の策定に取り組みました。

●新型コロナウイルス感染症の影響により入館制限や臨時休館を余儀なくされる中、人が集い、実物に触れ、対話する体験の重要
性が再認識されました。また、インターネットを通じた収蔵資料データの公開や普及啓発プログラムの提供等は、集積された資料
や蓄積された情報の価値を多くの人々と共有し、博物館が社会的役割を果たす上で、必要かつ有効であることが確認できました。
このような社会背景の中で、博物館は、令和５年４月施行の「博物館法の一部を改正する法律」の趣旨も踏まえながら、新たな役
割、事業の展開をより一層推進していく必要があります。

３　主要事業（ＰＬＡＮ）

33
文化財の保存及び活用

調布市文化財保護審議会の調査審議に基づく文化財の保存・活用に努めるとともに、それらを積極
的に活用・公開します。また、国指定史跡である下布田遺跡及び深大寺城跡、国登録有形文化財で
ある旧武者小路実篤邸や真木家住宅など、調布市を特徴づける貴重な文化財については、これらを
活用した市民の主体的な学びや活動が、より一層発展するよう取組を進めます。
国史跡下布田遺跡整備事業では、令和９年度中の開園を目指し、ハード面の取組を推進するほか、
史跡の保全や活用の「担い手づくり（ボランティアの育成）」の取組を進めます。（郷土博物館）

No. 主要事業（所管課） 事業概要（目的、ねらいなど）

34

地域ゆかりの歴史・文化
を生かした事業の展開

郷土の歴史・文化遺産や地域ゆかりの著名人の文化・芸術活動等に触れることで知的好奇心が満た
され、歴史資料や文化に出会った感動が、身近な地域を再認識するきっかけとなり、郷土に愛着と
誇りを感じることへとつながっていくよう、資料の収集、保存、調査・研究、展示・普及の取組を
進めていきます。また、「博物館法の一部を改正する法律」の趣旨を踏まえ、博物館事業が、「多
様な主体との連携・協力」、「文化観光」の視点からも実践され、地域の活力の向上に寄与できる
よう努めます。
郷土博物館では、郷土の歴史・文化に関する資料の収集、保存、調査・研究を行うとともに、展
示、講座・講演会、見学会等を実施することで、身近な歴史・文化に触れる機会を提供します。ま
た、収蔵資料情報のデータ登録・公開等を推進します。
武者小路実篤記念館では、実篤研究の情報収集発信基地として、広く事業や収蔵品情報を提供する
情報提供システムの機能を充実させるとともに、実篤を核として記念館が有する文学・美術・歴史
に関する豊富な文化資源を活用した多様な事業を提供します。
図書館では、名誉市民である水木しげる氏の作品など、地域ゆかりの資料を収集・保存し、市民に
提供していきます。また、市内の映画・映像関連企業と連携・協働するなど「映画のまち調布」の
特色を生かした事業展開にも取り組んでいきます。

（郷土博物館、図書館）

5万123人

４　点検・評価（ＣＨＥＣＫ）
※令和５年度は、「新型コロナウイルス感染症による影響」を踏まえた総合評価

目標値
(R8年度)

基準値
(ﾌﾟﾗﾝ策定時)

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

郷土博物館・実篤記念館の入館者数・事業参加者数（実篤公
園利用者を含む）

成果指標

実施した取組において成果が得られなかっ
た。

6万1334人 -

評価結果 評価理由

Ａ

5万5000人 4万1014人 5万1985人

実施した取組において顕著な成果が得られ
た。

○郷土博物館では、令和７年が昭和１００年に当たることも踏まえ、市制施行以前の昭和時代を含
めたまちの変遷を市民とともに振り返る市制施行７０周年記念展示及び移動展を開催した。また、
東京都と連携した国史跡深大寺城跡解説板の新設及び付け替え、深大寺の元三大師大開帳に併せた
収蔵品展の開催、矢ケ崎の二見屋系鋸鍛冶用具調査を行い、ギャラリー展を開催して紹介するな
ど、地域ゆかりの文化を次世代に継承し、ふるさと調布に対する愛着を醸成する取組を行った。武
者小路実篤記念館では、市制施行７０周年・開館４０周年・実篤生誕１４０年の節目の年にふさわ
しい大型事業を展開した。図書館では、名誉市民水木しげる氏の作品など、地域ゆかりの著名人の
功績を活かした魅力発信を行うとともに、「映画のまち調布」の特色を生かした事業展開を行っ
た。
○成果指標については、郷土博物館における市制施行７０周年記念展示・移動展の開催、常設展示
の通年開催、深大寺と連携した収蔵品展のほか、武者小路実篤記念館における春・秋の特別展や企
画展等の開催により、入館者数・事業参加者数が大幅に増加し、ふるさと調布に対する愛着の醸成
に大きく寄与することができたため。

実施した取組において予定した成果が得ら
れた。

実施した取組において一定程度の成果が得
られた。

実施した取組においてあまり成果が得られ
なかった。
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○郷土の歴史・文化遺産や地域ゆかりの著名人の文化・芸術活動等を生かした事業の展開
・郷土博物館では、市制施行７０周年記念事業として、企画展「写真でたどる調布のおもいで」を開催し、
市民から寄せられた館所蔵の古写真や市の広報写真などをパネルで紹介し、昭和から現代に至るまでの調布
の風景や暮らしの移り変わりを振り返った。また、文化会館たづくり、西部公民館、菊野台地域福祉セン
ター、ふじみ交流プラザで移動展を開催し、市内各地の風景を 映した写真をパネル等で紹介した。
・「街の景観の見つけかた、楽しみかた」と題した地域文化講演会を、調布市制施行７０周年記念事業の写
真展に関連した内容で実施した。調布市景観審議会委員を務める石川初氏（慶應義塾大学環境情報学部教
授）を講師に迎え、文化会館たづくり８階映像シアターにて、普段は見過ごしているような当たり前の景観
の面白さを見出して、日々の生活をさらに豊かに楽しむためのヒントをお話しいただいた。
・企画展の内容を概観するパンフレットを刊行したほか、多摩川最後の渡しである「菅の渡し」の今昔写真
をモチーフとしたオリジナルクリアファイルを作成、販売した。
・令和７年１０月２６日開催の調布市制施行７０周年記念式典で使用する投影スライド作成に向けて、写真
収集を行った。また、行政経営部広報課が推進する『地球の歩き方　調布市』の編集業務に協力した。
・深大寺で行われた元三大師大開帳にあわせて、収蔵品展「描かれた深大寺」を開催し、深大寺学芸員によ
るスライドトークを企画した。また、生活文化スポーツ部との連携により「Ｃｈｏｆｕ　Ｐｅａｃｅ　Ｌｉ
ｂｒａｒｙ 調布市平和デジタルアーカイブ」に戦争関連の収蔵資料１２点の掲載協力を行った。
・小学校第３学年の郷土学習に対応した郷土学習展に関連して、館内授業（展示解説及び道具体験）を４
校、７回、館外授業（学芸員による出前授業）を１７校、２９回実施した。
・失われるおそれのある郷土の歴史・文化の記録作成として市内祭礼の記録撮影や市内旧家に伝来する資料
の受入れを行った。矢ケ崎の二見屋系鋸鍛冶用具調査では、国領町にある鋸鍛冶を営んでいたお宅の鍛冶小
屋解体に伴う写真記録および資料収集を実施し、ギャラリー展の開催につなげた。
・郷土博物館公式X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）を活用し、郷土博物館の事業や活動、郷土の歴史・文化遺産に関
する情報発信を行った。市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに常設展示を紹介する動画「展示で紹介！調布の
歴史」後編（近世～現代）を公開した。
・深大寺水車館では、令和５年度に修繕した水車を使用したそば挽き実演を「深大寺そばまつり」に合わせ
て開催したほか、市内小中学校３校の見学を受け入れるなど教育普及活動を展開した。
・図書館では、「地域」や「映画」にちなんだゆかりの資料を収集し、利用に供するとともに、保存のため
のデジタル化を行った。また、館内では「水木しげる氏関連資料」、「つげ義春氏関連資料」を展示した。
・「映画のまち調布　シネマフェスティバル２０２６」では、「出張！映画資料室～ロケ地でめぐる調布
～」の展示を行った。分館では上映作品の関連作品を集めてコラボ展示を行った。
○武者小路実篤を核とした事業の推進
・春の特別展「実篤の肖像」では、文学者・芸術家・写真家・家族などの様々な視点から、実篤という人物
を今一度とらえ直した。秋の特別展「細川護立と武者小路実篤」では、生涯にわたる二人の信頼の軌跡を紹
介した。また、年間を通して各展示内に「実篤記念館の４０年」を特集するコーナーを設け、実篤記念館の
歩みを振り返った。
・普及事業では、開館４０周年の記念事業として、調布市ゆかりの話題の作家・原田マハ氏を講師に招き、
講演会「実篤のひまわり -日本人のゴッホ愛は〈白樺〉から始まった- 」を開催した。
・学校教育・地域との連携事業では、近隣小学校のどんぐり拾いや町たんけん、展覧会鑑賞、実篤公園の写
生及び作品展示、市内中学校の調布調べ、職場体験に対応したほか、市内学童クラブとの日頃の連携を活か
し、実篤のことを知らなくても「体感」できる子ども向けプログラムとして、「ラッキィ池田さんと踊って
遊んで、学んじゃおう！」を実施した。
・調布市・調布市文化コミュニティ振興財団共催の調布国際音楽祭２０２５のサテライトコンサートに実篤
記念館として初めて会場を提供し、文学や美術にとどまらない、幅広い利用者層の獲得に努めた。
・新たにインスタグラムのアカウントを開設し、広報活動のさらなる充実を図った。
・実篤記念館事業の一層の充実を図るため、調布市美術作品等取得基金により購入した美術品２点・原稿２
点を含む計３０４点の資料を収集した。
・令和５年度から国文学研究資料館が実施する近代文学者草稿のデジタル化プロジェクトに参画し、令和８
年４月現在、収蔵する実篤自筆原稿の全６００点余（原稿総枚数８３８４枚）について、同館の「国書デー
タベース」で公開されている。
・調布市制施行７０周年・実篤記念館開館４０周年・武者小路実篤生誕１４０年を記念して、新たなミュー
ジアムグッズとして、実篤アクリルスタンドや旧実篤邸ポストカードなどを制作・販売した。恒例の限定
チョコレートは４５００個を製作し、販売した。
・施設・設備の経年劣化に対応して、実篤記念館設備等改修工事設計、収蔵庫空調設備修繕等に取り組ん
だ。

34

(郷土博物館、
図書館)

地域ゆかりの
歴史・文化を
生かした事業
の展開

５　取組実績、取組成果（ＤＯ）

No.
主要事業
（所管課）

前年度の振返り
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文化財の保存
及び活用

○文化財の保存・活用
・文化財保護審議会において、宗教法人深大寺所蔵の「元三大師御神籤版木附神籤箱」の文化財指定に向け
た審議を行った。また、東京都建設局西部公園緑地事務所と連携し、国史跡深大寺城跡解説板の新設及び付
け替えを行った。
・調布市郷土芸能祭ばやし保存会との共催で「調布市制施行７０周年記念　第６６回調布市郷土芸能祭ばや
し保存大会」を開催した。
・「東京文化財ウィーク２０２５」企画事業として、文化財見学会「深大寺から史跡深大寺城跡へ」、「旧
佐橋家住宅現地見学会」、文化財ウォーク「次大夫堀公園民家園から武者小路実篤記念館へ」を開催した。
・貴重な縄文遺跡を持つ多摩５市（調布市、東村山市、国分寺市、国立市、西東京市）で連携し、縄文の魅
力・歴史的意義をＰＲし、地域振興及び広域観光の推進に努めることを目的に、スタンプラリーを実施し
た。
・令和７年１０月に調布市遺跡調査会が解散したことにより、埋蔵文化財調査事務が郷土博物館に移管され
た。
○国史跡下布田遺跡の整備・活用
・史跡下布田遺跡整備事業では、ガイダンス施設整備工事や展示空間等作製業務委託事業者候補者選定プロ
ポーザルに着手した。
・市民説明会を開催し、史跡整備事業やガイダンス施設整備工事に関する理解促進に努めた。
・令和２年度から継続してきた市民ワークショップを市民ボランティア準備会に改め、史跡を活用した事業
などを７回開催するとともに、地区協議会等と連携し、地域の活力の向上に資する積極的な取り組みを展開
した。
・史跡下布田遺跡の周知啓発及び維持管理としてヤギによる除草を３か月間実施し、期間中に環境学習イベ
ントを開催するなどの取組により史跡を広く周知した。日常的な管理及び運用にあたっては、市民ワーク
ショップの参加者や市社会福祉協議会からの協力を得て継続的に実施した。
・史跡整備ニュースレター第７号を発行し、史跡整備事業の各種取組について進捗等を広く周知した。

（郷土博物館）
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34

地域ゆかりの歴
史・文化を生か
した事業の展開

〇博物館における知見の蓄積・継承・活用
・郷土の歴史・文化の調査研究・記録保存、資料や情報の整理、収蔵資料データの公開
・地域ゆかりの文化を次世代に継承する意識の共有（博物館を拠点としたつながりづくり、市
民サポーターの育成、地域の活力の向上など）。
・公共施設マネジメント計画に基づく博物館施設や収蔵庫等の在り方検討（郷土博物館事務室
や収蔵庫の狭隘化、多摩川浸水想定区域内の立地、バリアフリー対応など）。
○地域ゆかりの文化人等の功績を生かした事業の展開
・水木しげる氏やつげ義春氏の作品など、地域ゆかりの文化人の資料の収集、保存、提供。
・「映画のまち調布」の特色を生かした事業の展開。
〇武者小路実篤を核とした事業の展開
・情報提供システムの更新（デジタル情報の公開、事業全般への活用、広報事業の充実）。
・特色ある展示活動（特別展、企画展など）や普及事業、実篤の魅力発信。
・博学連携事業における新たな教材の開発と場の提供、出張展示の実施。
・武者小路実篤記念館の維持保全工事の推進。
○その他
・郷土博物館において博物館法に基づく博物館の登録申請を進める。武者小路実篤記念館おい
て博物館法に基づく博物館の登録申請を検討する。

(郷土博物館、
図書館)

６　今後の方向性（ＡＣＴＩＯＮ）

No.
主要事業
（所管課）

次年度以降の取組等

33

文化財の保存及
び活用

〇文化財の保存・活用
・文化財保護審議会の調査審議に基づく文化財の指定・登録
・市指定文化財や国登録有形文化財の保存・活用、郷土芸能の保存・継承（近藤勇生家跡整備
事業の推進、国登録有形文化財真木家住宅の保存と活用に向けた取組、祭ばやしや獅子舞など
郷土芸能の保存・継承など）。
○国史跡下布田遺跡の整備・活用
・国史跡下布田遺跡の整備、普及・啓発事業の展開による地域の活力の向上の取組。
・史跡の保存と活用の「担い手づくり（ボランティアの育成）」の推進。
・ガイダンス施設の事業計画、郷土博物館及びガイダンス施設の運営体制及び執務環境、予
算、例規等の整備。
・プレハブ作業棟解体等に伴う遺物保管倉庫の確保。
○その他
・史跡及びガイダンス施設内の展示内容の検討、施工

（郷土博物館）
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